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映 像で集める

「日本語日常会話コーパス」を構築するため、
さまざまな日常場面での会話の録音に使っ
た IC レコーダーです。会話をしている一
人一人の音声を大きく明瞭に録音するため、
番号を付けた個人用 IC レコーダーをそれぞ
れ首に下げてもらいます。会話全体を録音
できるように、会話者の中央にも IC レコー
ダーを置きます。

「日本語日常会話コーパス」の収録では、会話者の
中心に全方位を撮影できる 360度カメラ（上）を
置き、会話の様子を俯瞰的に撮影できる位置に脇
カメラを設置しました（右）。3枚の写真は、同僚
との飲み会での会話を収録している様子です。「日
本語日常会話コーパス」では、研究の可能性を広
げるために映像も公開しています。映像付きの大
規模日常会話コーパスは世界初の試みです。

話者の口とマイクの距離が変わると、音声
の周波数や強度が変化してしまいます。音
響分析などのために高品質の音声データが
必要な場合、話者の口とマイクの距離が常
に一定になるように、マイクを頭部に固定
できるヘッドセット型マイクを使って録音
します。

録音・録画データはすぐにパソコンに保存して、収録年月日、内容などの情報を記述
します。これを忘れると、どのファイルがどのデータか分からなくなってしまいます。

「日本語日常会話コーパス」の収録前、
録音・録画機器の充電の様子。複数
台を同時に充電できる充電器が欠か
せません。

「日本語日常会話コーパス」には、散歩など
屋外での移動時の会話も収録しています。
音声は一人一人が装着した個人レコーダー
で録音しますが、会話者全員の様子を撮影
するのは大変です。そこで、会話の状況を
把握できるように、1人がウェアラブルカ
メラを頭部に装着して、会話者の目線で見
えているものを撮影します。

故障などに備え、録音機器を 2台使うこと
もあります。メインの録音機器（左）は高
音質で録音できて保存・分析に向いている
非圧縮形式で、サブの録音機器（右）はファ
イルサイズが小さくなる圧縮形式で、と録
音形式を変えたりします。

音響分析を目的とするなど高品質の音声
データが必要な場合、発話の録音にリニア
PCM レコーダーを使用します。アナログ信
号である音声をコンピュータで分析できる
ようにするには、デジタル変換を行う必要
があります。リニア PCM レコーダーでは、
変換の際にファイルのサイズを小さくする
圧縮を行わず、高音質の録音ができます。

数が多くなる録音・録画機器やカメラのメ
モリーは、色分けをしたり番号を付けたり
して入れ違いがないように工夫しています。

音声による発話だけでなく、視
線や身振りといった体の動き
も、コミュニケーションに重要
な役割を果たしています。その
ため、映像を記録することもあ
ります。
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音 で 集 める ことばには、大きく分けて 2 種
類あります。話しことばと、書
きことばです。話しことばを集
めるには、話者が発した音声（発
話）を録音機器を使って記録し
ます。場面や分析の方法、研究
の目的に応じて、さまざまな機
器を使い分けています。




